
保証 書
この製品は、厳密な品質管理及び検査を経てお届けしたものです。お客様の正

常なこ使用状態で、万一故障した場合には、お買上げの販売店に必ず保証書を

提示の上、修理をこ依頼ください。裏面の保証規定により、無料で修理いた し

ます。

※印欄に記入のない場合には、有効とr］：なりませんので、必ず記入の有無を

こ確認ください。
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取扱説明書

R T －5 7 0 S をお買い上げいただ

き誠にありがとうございます。

この取扱説明書は本機を正しく

お使いいただくためのガイ ドブッ

クです。ご使用になる前に本書を

よくお読みになり、内容を十分理

解された上でご使用くださるよう

お願いします。

また、本書はいつもお手元にお

いてその都度ご参照ください。
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－1．安全についてのお願いとご注意－

安全についてのお願い

本機を安全にご使用いただ くには正 しい操作と安全に関する注意事項をお守 り

いただくことが必要です。本書では、最初に、もしお守 りいただかないと重大な

人身事故 につながるおそれのある事項 を “警告”と して掲げています 。次いで、

もしお守 りいただかないと使用者がけがを した り、製品の損傷、故障につながる

おそれのある事項を“注意”として掲げています。また、“法的規制”、“機能上の

制約”についても説明しています。

本吉では‘警告”と“注意”に関し、マークを付与して注意を促しています。そ

れらの使用区分は次のとおりです。なお、各マークの外枠の中の小マークは具体

的な内容を示 します。

△＝警告、注意（特定しない“警告”ど注意”を示します。）

◎

○

禁止（“警告”と“注意”の内、ヒq 蔓り旦蔓りことを示します。）

強制（“警告”ど‘注意”の内、しなければならないことを示します。）

本職を ご使用になる前にこれ らの内容をよくお読みにな り、十分理解の上操作

してください。“警告”や■‘注意”は本機を本書に規定する目的で使用する場合の

みを想定 しています。本書に善かれていない方法での使用は絶対に避けてくださ

い。規定外の方法でこ使用にな った ことによって発生 した事故などについて、弊

社は一切の責任を負いません。

なお、本書を紛失、汚損された場合 は切手4 0 0 円分・を同封の上、弊社宛にご

請求ください。
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安全についてのご注意

△警 告
（ 人身の安全のためにお守りいただくこと）

使用場所、使用環境

◎

◎

⑳
魯

⑧

■自動車、自転車など乗 り物を運転中に操作 しないでください。

乗り物の運転中に本機を操作することは、交通事故の原因になります

ので、絶対に避けて ください。

■人混みの中では使用しないでください。

アンテナが目などにあた り、けがの原因になります。

■本機に水がかかる可能性のある場所で使用しないでください。

風呂場では使用 しないで ください。また、雨天時、さ毎岸、水辺での使

用時には水がかからないように十分注意 してください。水がかか った

場合はす ぐに拭き取 って ください。また、万一内部 に水 が入 った場合

は直ちに本機の電源を切 り、A C アダプターを使用中の場合 にはコン

セン トから抜いてください。

そのまま使用 しますと、火災や感電の原因にな ります。

■吾が鳴り始めたら本機の使用を中断してください。

雷鳴時に本機に触れますと感電の原因になります。

分解、改造の禁止

⑤
■キ ャビネッ トは絶対にあけないでください。

本機は精密部品を多数搭載しています。分解や改造をカロえますと故障

が起き、また感電の原因にな ります。
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電源、電源コー ドの取り扱い

◎

○

◎△
魯

■定格外の電圧で使用しないでください。（A C アダプター使用時）

定格夕†の電圧を加えますと異常 に発熱 し、火災や感電などの原因にな

ります。

■夕帽β電源を使用する場合はかならず弊社純正のA C アダプター（別売品）

をご使用ください。

他社製アダプターを使用 します と故障の原因となるのみな らず、異常

に発熱 し、火災の原因になります。また、本機同様、A C アダプター

の分解や改造は避けてください。

■電源コー ドを傷つけたり、傷んだ電源コー ドを使用しないでください。

電源コー ドが傷んだまま使用 しますと、火災や感電の原因にな ります。

塁塁堕生壁聖≡聖」

■発熱、発臭、発煙を検出した場合には直ちに使用を中止してく

ださい。

これ らの異常を検出した場合には、直ちに本機の電源を切 り、A C ア

ダプターを使用中の場合はコンセントから抜いて使用を中止してくだ

さい。そのまま使用 しますと、火災や感電の原因にな ります。修理 は

販売店 に依頼 してください。お客様 こ自身での修理は絶対に避けてく

ださい。
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△注 意
（ けがや本機の故障を避けるためにお守りいただくこと）

使用環境、取 り扱い

◎

0

0

■衝撃や振動を加えないでください。

衝撃や振動をカロえますと、精密部品が壊れ故障の原因になります。

■テレビ、ラジオなどの電子機器から離れた場所でお使いください。

強い電磁波を発する電子機器の近 くでは正常に動作 しない可能性があ

ります。

■規定範囲内の温度条件下でお使いください。

本機は－ 10 ℃～＋6 0 ℃の範囲で動作 します。この範囲夕†で使用 しま

すと故障の原因になります。

乾電池の取 り扱い

○○

◎

◎

■電池を本機 に挿入する場合は極性（プラス、マイナスの方向）に

注意し指示通りに正 しく挿入 してください。

間違えて挿入 しますと、乾電池の破裂、テ夜漏れにより、けがを した り

故障の原因になります。

■長期間使用しないときは、本機から幸乞電池を取り外 してください。

長期間本機に乾電池を入れたまま放置 しますと、乾電池の液漏れ によ

り、故障の原因になります。

■新旧の電池を混ぜて使用しないでください。

電池の劣化を早めるとともに破裂、液漏れにより、けがを した り故障

の原因になります。

■使用済みの電池をふつうのゴミと一緒に捨てないでください。

使用済みの電池は環境保全のため、地域で定め られて いる ‘㍉電池回収

日”に所定の箱に入れるか、あるいは電器店の “電池回収箱”などへ入

れて ください。
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保守

蜃

○

蜃

■長時間ご使用にな らない時はA C アダプターをコンセン トから抜

いてください。

そのまま放置 しますと故障の原因にな ります。

■ケースが汚れた場合は柔らかい布またはティッシュペーパーで拭き取

つて ください。

シンナー、ベンジン、化学雑巾などを使用しますと、キー上の文字が

消えた り、ケースが変形するおそれがあ ります。また、お手入れの際

はかならず本機の電源を切 って ください。

法的規制

○
■電波法を遵守 してください。

電波法第五十九条により、特定の相手方に対 して行われる無線通信を

傍受 し、その存在も しくは内容を第三者に漏 らした り窃用することが

禁止されています。厳重に注意 してください。

機能上の制約

○
■日本国内で使用 してください。

本機の仕様は日本国内向けとなっています。列国では電波方式、電源

電圧が異なりますので使用できません。

■音声、雑音 とは違 う信号音を受信することがあります。

本機 はアナログ通信を対象 としてお り、ディジタル通信や制御チャン

ネル通信 を受信することはできません。その場合、雑音とは違う信号

音を受信 します。

■内部干渉により指定帯域外の電波を受信することがあります。

■使用場所により受信できない場合があります。

電波の遮断された建物の中、電波の届かない山中、強い電波が発射さ

れている放送局の近辺などでは受信できない場合があります。
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2 ．製品の構成

お買い上げいただいた製品は次の品目から構成されています。

●本機 … ・1台

●ラバーアンテナ ‥ ‥1個

●A C アダプター ・ ・1個

●取扱説明書兼保証書（本冊子） ・・1冊

－6 －

3 ．主な特長

■簡単操作の高感度受信機
情報受信機能をコンパク ト・ボディに集約。ワイ ドな情報を高感度でキャッチしま

す。さらに、新開発マイクロ・コンピューターと液晶表示との対話形式により、操

作は、いたって簡単です。

■聞きたいエリアをワンタッチ受信
本機は受信エリアを2 7 エリアに分けてメモリーハンクに登録していますので、聞き

たい受信エリアを簡単に呼びだせます。

■緊急事両のカー・ ロケ一夕ーシステムや警票無線が受信可能
‥‥アラーム音でお知 らせ

パトカーなどに搭載されているカー・ロケ一夕ーシステムの電波や警察無線を受信

して、周辺に緊急車両が走行している事をアラーム音でお知らせします。

■盗聴電波専用エリア搭載
無線式盗聴器によく使用される発信周波数と全チャンネルをそれぞれ別のエリアに

登録済み。ワンタッチで受信できます。

■全国の防災・緊急無線専用エリア搭載
防災・緊急無線のチャンネルを地域別にエリア登録。災害や事故現場などで飛び交

う生情報をいち早くキャッチできます。

■多彩で実用的なメモ リーバンク
チャンネルメモリー（任意の周波数）、エリアメモリー（幅をもった周波数帯）のほ

かに、自動選局時に不要なチャンネルを回避するチャンネルパスメモリーも登録で

きます。

暮その他便利な機能

●アッテネ一夕ー機能

●キーロ ツク

●バ ックライ ト照明

●チャンネルリバース

●キー トーンの消去

－7 －
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5 ．イヤホンで聞く場合

市販のイヤホンをお使いになる場合は、必ず音量を下げてから、イヤ

ホンをつけて ください。

①音量ボリュームを下げ、市販のイヤホンを

本体側面のイヤホンジャック⑰ に接
続します。

②イヤホンをつけた後、音量ボリューム

⑥を回して適度な音量にします。

ちょっとひと言

・
バ
吋
Q
Q

；
。
勺
心

リ
ー

－

－

O

b

q

Q

い
べ

q
Q
q

悶

●イヤホンは、プラクの直径が3 ．5 m m でインピータンスが3 2〔〕のものをご使用ください。

●イヤホンを接続すると、本体内蔵のスピーカーからは舌が出ません。

●音量ボリュームが同じ位置でもイヤホンで聞く場合は、スピーカーよりかなり舌が大きく

聞こえます。イヤホンでお聞きになる場合は、音量に注意してください。
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5 ．操作方法

1 ．各部の名称とはたらき

アンテナ端子

電源スイッチ

アップ／ダウンボ タン
オー トサ】チの方向指定および

マニュアルサⅣチをおこないま
す

スター ト／ス トップボ タン
オー トサーチの開始／停止をおこ

ないます

テンキー
メモ リーバンクの工1」アN oを指

定します

○

スケルチボリューム
左（反時計方向）に回すとザ一

言がでます

※ザ一昔が止まる位置が最適で

す

音量ボリューム
スピーカーの音量を調整 します

L C D ディスプレイ

0

00 （フ 0 0

（〉 く） 0 0 0

0 0 （） ⊂）○

（ ⊃ 0 0 0 0

0 0 0 0 （⊃

2 ．簡単受信をしてみよう

①エリアをサーチする

メモリーバンクに登録済みのエリアをオー トサーチします。

メモリーバンクには下記のエリアが登録されています。

※BA N K ［司のエリア園 ～匡］（警察無線関係）は、デジタル無線の為、音声での受信はできません。

※周囲の環境、電波の状況によって、受信できない場合があります。

－1 1 －

エ リア N o B A N K　 A B A N K　 B 8 A N K　 C

1 ■盗 聴 電 波 （4 チ ャ ンネ ル ） ハス ・鉄道 ・電力 ・ガス ・水道 カーロケ一夕無線 （デジタル）

交通 取締連絡無線

2 盗 聴 電 波 （全 チ ャ ン ネ ル ） 報 道 連 結波

特定小電力 トランシーバ ー

警 察V H F移動局 （デジタル）

3 小 電 力 コー ドレ ス 電 話　 ：各 種 業 務 無 線 ・簡 易 無 線 警察部隊活動系 （デジタル）

4 ホ テ ル モ ー ド　　　　 喜防災 行 政 無 線 警察署 吉系移動局A （デジタル）

5 ファーストフード店等の連結、案内無線 消 防 ・救 急 （北 海 道 ） 警察署 吉系移動局B （デジタル）

6 キ ャ ン プル 無 線 消 防 ・救 急 （東 北 ・北 陸 ） 鉄 道 警 察 隊 （デ ジ タ ル ）

7 タ ク シー 無 線　　　　 j 消 防 ・救 急 （関東 ・東 漸 ヘ リコ ブ タ ー 無 線

8 道 路 公 団 ・J A F ・警 備 ■消 防 救 急 （中 部 ・近畿 ） ㊨ モ ー ド

9 ア マ チ ュア 無 線 （V H F ） 消防 救急 （相 ・四国 ・九州） ∃エ リア メ モ リー

○ ア マ チ ュア 無 線 （U H F ） エ リア メ モ 1」－ チ ャン ネ ル メ モ リ ー



t 週
（ 例）バンク匡］のエリア［司に登録してある受信エリア（小電力コードレス電話）を、オー

トサーチ して聞く。

［
一l

互

l

甘
且

耳

－
－
－
＋
且

電源を入れます。

電源スイッチ⑬ を1秒以上押し続けると、」CDディスプレイが表示し
ます。

音量を調節します。

音量ボリューム⊂璽⊂二〕を回して、適度な音量に調節します。

スケルチを調整します。

スケルチボリューム⊂頭三っを回してザ一昔が止まる位置に調節します。

ちょっとひと言

●スケルチボリュームを右（時計方向）に回しすぎると、オー トサーチはしますが、弱

い電波を受信できなくなります。また、左 （反時計方向）に回しすぎるとオー トサー

チしなくなります。β頭更∃璽可 ボタンを押して、スケルチボリュームの位置を確
認します。

ハンクモー ドに します。

⑯キーを押してから5秒以内に囲 キーを押して、［二亘亘錘□にします。
このキー操作の度に、B A N K ◆一 M A N U A Lが切り替わります。

バンク匡］のエリアN o凰を指定します。

テンキーの⊂亘〕を押します。
エリアN oを指定すると、」C D ディスプ

レイにそのエ リアの最初 のチャンネル

（ 周波数）・受信モー ド・チャンネルス

テップ・ デ イレイな どを表示 します。

ちょっとひと言

ディスプレイ表示

F M ほ5批BÅH．。∈此

ヨβ毘～ J己烹Hz
ヨA

●他のバンクを指定する場合は、＠ キーを押します。
囲キーを押す度に、囲一画一国の順にバンクが切り替わります。

ディスプレイ表示

［司 オー トサーチ（自動選局）します。

園ボタンを押すと、」CDディ
スプレイに “▲”マークが点滅して、最初

のチャンネルより上側にオー トサーチを開

始します。

ちょっとひと言

F 卜＝ ～．5．他8州K。EL肘

▲謂 毘～ほ烹Hz
ヨA

●オートサーチ中に⊂∈）アップまたは⊂≠〕ダウンボタンを押すと、押した方向にオ
ートサー チ します。

一1 2 －

J
耳チャンネルを受信します。

通話中のチャンネルがあると、そのチャン

ネルでオー トサーチを停止して受信状態に

なります。

」C D ディスプレイの “▲’’マークの点滅が

止まり、l四 マークを表示します。

ディスプレイ表示

F 卜＝ま5．他。州．。亡此

▲謂 毘～ほ．烹Hz
ヨA四

瓦受信中のチ ャンネルが終了または電波が非常に弱くなって受信できない場合は、

ディレイ時間分受信待機 したあと、次に使用しているチャンネルまでオー トサーチ

を開始します。

⑳
●LC D ディスプレイに“H O J D ”を表示していたり、“▲”マークが消えている

場合は、そのチャンネルで受信待ちになります（オー トサーチしません）。

オートサーチさせる場合は、団 ≡璽已ボタンを1回押します。
互チャンネルを受信中に他のチャンネルをサーチしたい場合は、囲 ボタン

を2 回押 します。

“▲”マークが点滅して、次のチャンネルまでサーチを開始します。

ちょっとひと言

●キ＿ロック（0 ¶ ）表示 I

L C D ディスプレイに “○・¶ ’’マークを表示している場合は、キーボー ド（機能キーとテンキ 」

蒜還讐聖霊完畏荒と、キ＿。ツクを解除します。 j
●H O L D（ホール ド）とD E LA Y（デイ レイ）

l

J C D ディスプレイに表示しているH O L D は、一度電波を受信すると、電波がなくなっても、∃

そのチャンネルで受信待ちの状態になります。

一方、D ∈」A Y は一定時間（設定された時間）受信待ちをしたあと、オー トサーチをはじめま ノ

す。デイレイ時間は各エ リア毎に初期設定してあ ります。

※デイレイ時間の設定を変えることもできます。 ト

－1 3 －



②デジタル無線を受信する場合

B A N K 国のエリアロ～［司のデジタル無線を受信する場合は、受信エリアを指
定した後、受信アツテネ一夕ーをO N にしてオー トサーチします。

囲キーを押した後、5秒以内にテンキーの⊂三っを押すとアツテネ一夕
ーがO N となり、LC D ディスプレイに “A T T ”を表示します。

デジタル無線を受信した場合

デジタル無線を受信 した場合は、音声で聞くことはできません。

警察関係のデジタル無線（BA N K ［司のエリア凰～匝］）を受信した場合は、受
信時にアラーム音 “ピピッ’’が4 回鳴り、2秒後自動的にオー トサーチします。

ちょつとひと言

●BA N K 匡］のエリア皿～匝］は2秒でオートサーチするように初期設定されて
います。オー トサーチが設定されている とL C D デ ィスプ レイの “D E L A Y ”

が点滅します。

オー トサーチの時間を変更 した り、オー トサーチを解除する場合は、P 3 1

「 ファンクションキーを使用した機能」をこ覧ください。

●BA N K ［司のエリア［司において、エリア［□～匝］の受信帯域は同様の動作と

なります。

③マニュアル操作でエリア内をサーチする

メモリーバンクに登録済みのエリアをマニュアルサーチします。

t 瀞
¶
一－
去

且
－
1

廿且
－
↓
（
且

受信エリアを呼び出します。

受信エリア（バンク及びエリアN o）を指定 します。

オートサーチが停止しているときに、④ アップまたは㊦ タウンボタンを押
します。

〔 三⊃アップまたは㊦ ダウンボタンを押す度に、押した方向に1ステップずつ
受信チャンネルが移動します。

ボタンを押 し続けた場合は、押した方向に1ステップずつサーチし、ボタンを離す

までエリア内をサーチ します。

オートサーチさせる場合は、国 璽）ボタンを押します。
ちょっとひと吉

●⑪ ボタンを押しながら⊂享二二）アップまたは⊂≠〕タウンボタンを押すことによ
り、マニュアルサーチのスピードが速くなります。

－14 －

6 ．操作方法

1 ．各部の名称とはたらき

⑧

⑨

⑨

⑥

④

⑤ （
U

一
U

（

U
 
O

（
U

ハ
U
（
U
（
U

（

U

（

U

n

）

（

U

（

U

（

U

（

U

（

U

⑪

L C D ディスプレイ

①

②

⑦

⑪

⑪

⑫

⑭

も
担
i

．．1

ロ
戯
膠
〆

メモ リーチ ャンネル （C H ） ・

受信モー ド表示 チャンネルステップ（K H z）表示
（ F M ）

自動選局の

方向指示

エリア表示

選局モー ド表示

（ パンク／マニュアル）

ホール ド／デイレイ表示

F l－ほ毘日…：ご三：ご：L㌫㌶白

寺毘毘毘毘毘毘宅羞
日

A B C REV

田山 ÅTT
パンク表示

受信表示

－1 5 －

バッテリー

ロー表示

周波数表示
（ M H z）

リバース表示

アッテネ一夕ー表示

キーロツク表示



①LC D ディスプレイ（液晶表示画面）

周波数・チャンネルステップ・受信モー ドなどの表示と、各動作モー ドを表示します。

②キーボー ド

受信エリア・周波数などを指定する数値キーと、メモリー登録などの機能をもった機

能キーがあります。

③電源スイッチ……⑱
スイッチを 1秒以上押し続ける度に、本機の電源をO N ／O F F します。

④ライト／キーロツクキー……囲
L C D ディスプレイのバックライ トを約 1 0秒間点灯します。

2 秒以上の押し続けによりキーロツク動作となり、キーボー ドのキー操作ができなく

なります。

⑤スタート／ストップボタン・…‥〔萱頭匡主要萱亘）
自動選局（オー トサーチ）の開始および停止をします。

⑥アップ／ダウンボタン・…‥＠
自動選局の方向指定・マニュアル選局・メモリーチャンネルの検索などをします。

⑦音量ボリューム……⑥
スピーカーおよびイヤホンの音量調節ボリュームです。

石（時計方向）に回すと、音量が大きくなります。

⑧スケルチボリューム・・・‥・⑪
ノイズスケルチの調節をします。左（反時計方向）に回すとザー貢が聞こえ、右（時計

方向）に回すとザ一昔がなくなります。

ザー告が出る直前の位置が最適です。

⑨アンテナ端子（B N C コネクタ対応）

付属のラバーアンテナを接続 します。

市販のB N C 型アンテナを接続できます。

⑪内蔵スピーカー

⑪イヤホンジャック……⑪ （モノラル）
⑪外部電源ジャック‥＝‥層‡コ〕璽）

別売のA C アダプターにより夕帽β電源を接続します。

⑪ハン ドストラップ取付穴

⑭電池蓋

－1 6 －

0

0 ［］

キーボー ド

①③
④

⑤

⑥

（ 卦

①数値キー…t・・⊂コニ⊃ ～⊂亘⊃ 、⊂更［重訂
周波数・受信エリアN oおよびメモリーチャンネルを指定するときに使用します。

②エンターキー……（コ璽つ
入力した周波数を確定 します。

③ファンクションキー……匝 〕
ファンクシ ョンモー ドに します。

④ステップ／セットキー……囲
チャンネルステ ップの切 り替えを します。

2 秒以上押し続けると、チャンネルメモリーの登録モー ドになります。

⑤プログラム／パスキー‥‥‥囲
2 秒以上の押 し続けにより、受信中のチャンネルをパスメモリーに登録します。

プログラムサーチの開始および停止をします。

⑥バンクキー・…‥〔二重重り
バンクの切替（A －B －C ）を します。

－1 7 －



2 ．受信エリアについて

本機では、よく聞くエリアを2 7 エリアに分けてメモリーバンクに登録 しています。

お聞きになりたい受信エリアをワンタッチで呼び出しできます。

メモリーバンクに登録済みの受信エリア

－1 8 －

※B A N K 匡］のエリアぎヨ～匝j（警察無線関係）は、デジタル無線の為、

ん。デジタル無線を受信した場合は、アラーム苗でお知らせ します。

ア［□～匡＝ま受信後、約2秒でオー トサーチします。

＊詳しくはP 14 「デジタル無線を受信 した場合」をこ覧ください。

※周囲の環境、電波の状況によって、受信できない場合があります。

ちょっとひと言

音声での受信はできませ

また、B A N K 工司のエリ

●バンク匡］のエリア匡］～匝］（消防・救急無線）は、同じ周波数帯を使用 していま

すので、指定したエリアとは別のエリアの電波を受信する場合があります。

●チャンネルステップ・デイレイ時間は、変更することができます。

●チャンネルメモリーおよびエリアメモリーにメモリー登録するときは、P 2 3 「メ

モリ【 の登録」をご覧ください。

－1 9 －

／てンク
エリア

No
受 信 エ リ ア 受 信 周 波 数 範 囲 （M H z ）

∈チ ャ ンネ ル
l ス テ ップ

（K H z ）

デ ィ レ イ

時 間

（秒 ）

A

1 盗 聴 電波 （4 チ ャンネ ル ） V H F 帯 ・U H F 帯 5 6

2 盗 聴 電波 （全 チ ャン ネル ） V H F 帯 ・U H F 帯 5 6

3 ■小 電 力 コ ー ドレス 電 話 3 8 0 ．2 1 2 5 ～ 3 8 1 ．3 1 2 5 1 2 ．5 6

4 ホ テル モ ー ド V H F 帯 ・U H F 帯 5 6

5 フ ァー ス トフ ー ド店 等 の 4 2 1 ．5 7 5 0 ～ 4 2 2 ．3 0 0 0 1 2 ．5

6；連 絡 、案 内 無 線
∃

4 4 0 ．0 2 5 0 ～4 4 0 ．3 6 2 5
3 2 2 ．0 2 5 0 ～ 3 3 2 ．4 0 0 0

1 2 ，5

2 5

6 ヨギ ャン ブル無線 V H F 帯 ・U H F 帯 1 0 ／1 2 ．5 6

i 7 芦タ ク シ ー無 線 3 6 4 ．8 2 5 0 ～ 4 5 3 ．3 3 7 5 1 2 ．5 6

8 ト道 路 公 団 ・J A F ・警 備 1 4 8 ．7 7 0 0 ～ 1 5 4 ．0 3 0 0
3 5 7 ．3 5 0 0 ～ 4 5 0 ．2 3 7 5

1 0
1 2 ．5

6

9 ア マ チ ュ ア 無線 （V H F ） 1 4 4 ．0 0 0 0 ～ 1 4 6 ．0 0 0 0 2 0　 1　 6

○ ア マ チ ュ ア 無線 （U H F ） 4 3 0 ．0 0 0 0 ～ 4 4 0 ．0 0 0 0 2 0 1　 6

B

1 バ ス ・鉄 道

電 力 ・ガ ス ・水 道

1 4 2 ．1 8 0 0 ～ 1 5 9 ．1 7 0 0

3 4 9 ．0 6 2 5 ～ 4 1 5 ，2 0 0 0

1 4 6 ．0 2 0 0 ～ 1 5 9 ．0 9 0 0

3 6 4 ．5 2 5 0 ～ 3 8 5 ．1 2 5 0

1 0 ／2 0

1 2 ．5 ／2 5

1 0

1 2 ．5

l

6

2 報 道 連 絡 波 1 4 3 ．5 4 0 0 ～ 1 6 7 ．3 3 0 0
3 6 4 ．9 5 0 0 ～ 3 9 9 ．6 0 0 0

1 0
2 5

6

特 定 小 電 力 トラ ン シ ー バ ー

4 5 9 ．5 2 5 0 ～ 4 6 9 ．9 7 5　 2 5

4 2 1 ．5 7 5 0 ～ 4 2 2 ．3 0 0 0 1 2 ．5

4 4 0 ．0 2 5 0 ～・4 4 0 ．3 6 2 5 1 2 ．5

3 各 種 業 務 無 線 ・簡 易 無 線 1 4 9 ．2 9 0 0 ～ 1 5 9 ．0 5 0 0

3 6 4 フ 5 0 0 ～ 4 6 8 ．8 5 0 0

1 1 0

1 2 ．5
6

1 4

】
防 災 行 政 無 線 1 4 3 ．2 6 0 0 ～ 1 5 8 ．5 3 0 0

■3 5 3 ・2 0 0 0 ～ 4 6 7 ・3 7 5 0

1 0

1 2 ．5
6

5 消 防 ・緊 急 （北 三毎道 ） V H F 帯 ・U H F 帯 1 0 ／1 2 ．5 6

6 消 防 ・緊 急 （東 北 ・北 陸 ） V H F 帯 ・U H F 帯 1 0 ／1 2 ．5 6

l7 ■消 防 ・緊 急 （関東 ・東 海 ） 、V H F 帯 ・U H F 帯 1 0 ／1 2 ．5 6

8 消 防 ・緊 急 （中 部 ・近 畿 ） iV H F 帯 ・U H F 帯 1 0 ／1 2 ．5 6

9 消 防 ・緊 急 （中国 ・四国 ・九州） lトv H F 帯 ・U H F 帯 1 0 ／1 2 ．5 6

0 工 1」ア メ モ リー 登 録 さ れ た 周 波 数 帯

】

ル ク書甘 受 信 エ リ ア 受 信 周 波 数 範 囲 （M H z ）

チ ャ ン ネ ル

ス テ ップ
（K H z ）

デ イ レイ

時 間

（秒 ）

C

1 カーロケ一夕ー無線 （デジタル） 山 H F帯 の 1チ ャ ンネ ル 1 2 ．5

オ ー ト

ス タ ー ト

2 秒

交 通 取 締 連 結 無 線　　　 …u H F 帯 の 1チ ャ ンネ ル 1 2 ．5

2 警 察V H F 移 動局 （デ ジタル ） ＝ 5 9 ．2 7 5 0 ～ 1 6 0 ．5 7 5 0 2 5

3 警 察 部 隊活 動 系 （デ ジタル ） 1 6 2 ．0 5 0 0 ～ 1 6 2 ．6 0 0 0 2 5

4 警察署 活系 移動局A （デ ジタル ） 3 4 7 ．7 1 2 5 ～ 3 4 8 ．2 1 2 5 1 2 ．5

5 警察署活系 移動局B （デ ジタル ） 3 6 1 ．1 0 0 0 ～ 3 6 2 ．2 5 0 0 1 2 ．5

6 鉄 道警 察 隊 （デ ジ タ ル ） 3 4 9 ．1 5 0 0 1 2 ．5

7 ヘ リ コ ブ タ ー 無 線 3 4 0 ．7 0 0 ～ 3 9 9 ．6 5 0 0 1 2 ．5 6

8 】㊧ モ ー ド 警 察 無 線 関 係 1 2 ．5 ／2 5

9 エ リ ア メ モ リー 登 録 さ れ た 周 波 数 帯

○ ∈チ ャ ン ネ ル メ モ リー 登 録 さ れ た 周 波 数



3 ．聞きたい周波数（チャンネル）をダイ レク トに受信する

お聞きになりたい周波数（チャンネル）をキーボー ドより入力し、タイ レクトにそのチャ

ンネルを受信します。

園
（ 例）3 8 0 ．2 1 2 5 M H zのチャンネルをダイレク トに受信する。

¶

一l

同
且

マニュアルモー ドにします。

画キーー⑪ キーの操作で、BANK－MANUA」を切り替えて、
匪］にしてください。

受信したいチャンネル匹 二二享二三二亘二］MHzを入力
します。

テンキーにより、［二萱二亘二亘二萱コニ三二亘］の順に入力

します。入力ミスした場合は、囲 キーを押
して、再度入力します。

ディスプレイ表示

F l－＝～．5．他HA…L。EL肘

謂毘2 ほ盲Hz

互〔二重璽亘）キーを押して、入力した周波数の確定をします。

〔 亘亘堕二〕キーを押すと、入力したチャンネルで受信状態になります。

互ダイレク ト受信（マニュアルモード）を解除するときは、再度□の操作をおこない

ます。

バンクモー ドに戻ります。

ちょっとひと言

●〔王頭重巨二〕キーを押すと、入力したチャンネルの小数点以下の桁がチャンネルステップと
一致するように自動補正されます。

たとえば、チャンネルステップが1 2 ．5 K H zの場合、3 8 0 ．0 15 を入力すると、3 8 0 ．0 12 5

にな ります 。

●ダイレク ト受信が可能な周波数範囲は、 13 4 ．0 ～ 17 0 ，O M H z、3 2 2 0 ～4 7 0 ．O M H z、

の範囲内です。受信周波数範囲以外のチャンネルは受信できません。

●マニュアルモー ドにするとエリア指定の範囲がなくなり、上記受信周波数範囲での受信が

できます。

－2 0 －

4 ．プログラム受信

複数の受信エリアを順番にサーチします。

（ 例）バンク国のエリア国 、画とサーチしたあと、バンク凰のエリア亙、凰 を連続

サーチする

瓦

－
－
1

圧

l

匡

－
1

［且
－

－

－
－
1

直

バンクモー ドにします。

回キーー⑪ キーのキー操作で
切り替え ます。

最初のエリアN oを指定 します。

匪）キーによりバンク凰に切り替えて、
テンキーの⊂亘つ を押します。

〔 巨頭∃肇頭）キーを押します。
キーを押すとプログラム受信モー ドとなり、

エリア［司が点滅します。

プログラム受信するエリアを指定します。

画キーによりバンクを切り替え、テン
キーによりエリアを指定します。

（ 例）の場合は、⊂亘つ一回 一⊂二萱⊃
一⊂二萱つ の順に入力します。

ディスプレイ表示

F l－＝ 2．5．他。州．。EL肘

謂毘どほ忘Hz
ヨA

圃ボタンを押します。
最初のエリアよりオー トサーチをはじめます。サーチ中のバンクおよびエリア

N oが点滅 します。

直プログラム受信を解除するときは、⑲ キーを押します。
ちょっとひと言

●同じ受信エリアは、2 回以上指定できません。

－2 1 －



5 ．チャンネルステ ップの設定

受信周波数の全帯域で、チャンネルステップを切り替えることができます。

また、切り替えたチャンネルステップで、オー トサーチおよびマニュアルサーチができ

ます。

切り替え可能なチ ャンネルステップ ：5 ／6 ．2 5／10 ／1 2 ．5 ／2 0／2 5 K H z

⑳
（ 例）ハンク園のエリア国のチャンネルステップを匝二亘亘垂直 に変更してオートサー

チする場合

ロバンク匡］のエリア画を呼び出します。

［且

l

T且

「 ①エリアをサーチする一P l l」をお

こなって、受信エリアを指定します。

バンク魔のエリア国の場合、初期のチ

ャンネルステップ圧亘重囲 を表示
します。

チャンネルステップを匡萱亘匡巨画 に変更します。
⊂≡亘亘二重萱⊃ キーを押してください。
キーを押す度にチャンネルステップが、

5 － 6 ．2 5 － 1 0 － 1 2 ．5 － 2 0 － 2 5

と切 り替わります。

オー トサーチを開始します。囲ボタンを押してください。
ハンク園、エリア［司の受信エリアを、チ

ャンネルステップ匡亘≡直巨頭 でオートサ
ーチ します。

ちょっとひと言

ディスプレイ表示

F 卜＝～．5．他。州K。EL∬

謂毘どほ烹Hz
ヨA

ディスプレイ表示

F l・l昆～5批 。AH．。EL肝

謂毘どほ烹Hz
ヨA

●チャンネルステップを小さく設定した場合は、エリア内を細かく受信します。また、大き

く設定 した場合は、エリア内を素早くサーチできます。

●チャンネルステップを変更したあと、他のエリアに切り替えた場合は、初期設定時のチャ

ンネル ステップに戻 ります。

－2 2 －

7 ．操作方法
1 ．メモリーの登録

本機は、チャンネルメモリー 10 0 チャンネルおよびエリアメモリー2エリアを、メモリ

ーハンクにメモリー登録することができます。

また、不要なチ ャンネルをパスするチ ャンネルパスメモリーがあります。

メモ リー メモリー数

チャンネルメモリー（ハンクC のエリアこ司） 1 0 0 C H

エリアメモリー（バンク［司のエリア垣］、バンク［司のエリア凰） 1 エリア×2 バンク

チャンネル パスメモ リー 1 0 0 C H

2 ．チャンネルメモリーの登録

特定のチャンネル（周波数）を、ハンク［司のエリア匝］に登録することができます。
チャンネルは、 1 0 0 C H 登録することができます。

①受信中のチャンネルをメモリーに登録する

（ 例）受信中のチャンネル380．2 125M Hzを垣喜逗萱亘］にメモリー登録
する。

圧
l

瓦
l

且
－
1

一且

メモリー登録するチャンネルを受信します。

チャンネルメモリーの登録モー ドにします。

⊂更巨巨二二萱萱⊃キーを2秒以上押してください。

チャンネルメモリーの登録モー ドになり、

示部分 “0 0 0 C H ”が点滅します。

チャンネルN o ［亘萱萱萱巨］を指定 します。

テンキーにより［亘亘萱］と入力します。
※アップ／ダウン㊨ ボタンで選択する

こともできます。

メモリー登録 します。

匝〕キーを押してください。

－2 3 －

」C D デ ィスプレイのチャンネル表

ディスプレイ表示

粥訂C“

謂毘どほ忘H三
田



（ 丑 直接周波数を指定してメモリl 登録する

園
（ 例）受信周波数が38 0．2 12 5 M H zのチャンネルをチャンネルNo ［萱亘萱萱司 にメモ

リー登録する場合

¶
一
l

可
一l

団

互
l

画
l

凰

マニュアルモー ドにします。

〔 亘匝訂キーー囲 キーの操作で、BANK－MANUALを切り替えて、
［巫変担垂□にしてください。

受信周波数を入力します。

テンキーにより［萱萱亘≡i至萱］の順に入力
します。入力ミスした場合は、⊂亘頭≡⊃
キーを押 して、再度入力 して ください。

入力した周波数の確認をします。

匝〕キーを押してください。

ディスプレイ表示

F M ほ 5仙…UAL。∈皿

謂毘どほ烹Hz

⑳
●⑰ キーを押すと、入力した周波数が、チャンネルステップと一致す

るように自動補正されます。

チャンネルメモリーの登録モー ドにします。

⊂亘巨巨二二亘巨≡⊃キーを2秒以上押し続けてください。

チャンネルN o を指定します。

テンキーにより［萱亘萱萱日二］を入力 します。

メモリー登録します。

画キーを押してください。
ハンク園のエリア［司にメモリー登録します。
※アップ／タウン㊨ ボタンで選択する

こともできます。

ディスプレイ表示

ご5 日CH 。亡皿

謂毘どほ忘Hz

オマニュアルモードを解除するときは、＠ キーー匪 ）キーの順に押してく
ださい。

ちょっとひと言

●チャンネルN oを指定 しない場合は、未登録のチャンネルN oのうち、最小のチ

ャンネルN o に登録されます。

●チャンネルNoは、［萱萱萱亘∃～匡匪 ］まで、全部で100チャンネルあり
ます。

●周波数を入力するときは、受信範囲内の周波数を入力 してください。

受信範囲は、1 3 4 ～ 1 7 0 、 3 2 2 ～4 7 0 M H zです。

－2 4 －

⑧登録したチャンネルを受信する

t 冨i⊇遜卦

（ 例）ハンク匿・エリア画の匝亘∈荘重］にダイレクトメモリーしたチャンネルを受信
する場合

Ⅱ
l

回
l

圧
l

耳
l

瓦

バンク圃を指定します。

⊂萱垂直二）キーを押して切り替えてください。

エリア匝］を指定します。

テンキーの ⊂亘つを押してください。

チャンネルN oを指定 します。

アップ／タウン㊨ ボタンを押してチャ
ンネルNo 匝萱萱萱日］を指定します。

指定したチャンネルN o に登録されている周波数

で受信状態になります。

ディスプレイ表示

F M 訂S 訂C“。州 。亡此

謂毘どほ．忘Hz
「i C

U

パンク凰のエリア画 にメモリー登録した、全てのチャンネル（最大10 0チャンネ

ル）をオートサーチする場合は、圃 ボタンを押します。
④登録したチャンネルを消去する

囲
（ 例）バンク固・エリア回のチャンネルNo匪 にメモリー登録したチャンネ

ルを消去する場合

『

l

何
且
l

⑯キーを押します。
」C D ディスプレイに “F’’が表示され、点滅します。 ディスプレイ表示

チャンネルメモリーの消去モー ドにします。

⊂萱亘巨二二亘巨≡⊃キーを押してください。

」C D ディスプレイに、約 1秒間“C H c lr

と表示され、最後に登録したチャンネル

の内最大のチャンネルN o と周波数を表示

します。

ー2 5 －

川こJr

ディスプレイ表示

粥ごCH

ヨβ毘ど ざま忘Hz



l

［且
l

L且

消去するチャンネルを指定します。

テンキーにより、チャンネルNo匝亘萱∈垣］を入力します。

※アップ／タウン（さ亘）ボタンで選択することもできます。

指定したチャンネルを消去します。

囲キーを押してください。
且チャンネルメモリーの消去モードを終了する場合は、画 キーを押します。

約2 0 秒間の無操作でも終了します。

3 ．エリアメモリーの登録
①エリアメモリーの登録方法

t 園
（ 例）134～170MHzの範囲をチャンネルステップ国 で、

バンク匡］にメモリー登録する場合

冗
l

且

l

圧
l

回
l

匝

⑪キーを押します。
L C D ディスプレイに“F’’が表示され、点滅します。

エリアメモリーの登録モー ドにします。

⊂亘⊃ キーを押 してください。
」C D デ ィスプレイの ‘‘▼”と “M H z”が点滅 します。

パンク匡］を表示 します。

＠キーを押すたびに、バンク亙・一バンク国が切り替わります。
チャンネルステップを圏 垂］に切り替えます。

⊂頭空軍 ⊃キーを押して切り替えてください。

下限周波数を入力します。

テンキーにより、

てください。

※アップ／ダウン（蚕室）ボタンでも変更
可能です。

－2 6 一

ディスプレイ表示

ど5 仙 。AN．。EL∬

，ほり．訂訂毘軋エ
ロC
＿l

l

画
l

且
－

1

直

下限周波数を決定します。

⑮キーを押してください。

上限周波数を入力します。

テンキーにより、［圏 白∃を入
力して ください。

上限周波数を決定します。

囲キーを押してください。
ハンク画のエリア国にメモリー登録します。

ディスプレイ表示

ど5 K他B州 。臥∬

‘Jて訂．訂口毘軋王
ヨC

ディスプレイ表示

F 卜I ど5 ．他 8州．。EL∬

ほ㌧日日毘軋王
ヨC

画工リアメモリーの登録モードを終7する場合は、囲 キーを押します。
約2 0 秒間の無操作でも終了します。

ちょっとひと言

●エリアを設定するときは、かならず本機の受信範囲内としてください。

受信範囲は、13 4 ～ 17 0 M H zおよび3 2 2 ～4 7 0 M H zです。

●チャンネルステップ、ハンクを指定 しない場合は、LC D ディスプレイに表示さ

れている状態がメモリ】登録されます。

●デイレイ時間等を指定する場合は、エリアメモリーの登録をおこなう前に設定

してください。設定方法は、P 3 1 「ファンクションキーを使用した機能」を

参照してください。

t 監 ■
●エリアメモリーにメモリーした内容を、個別に消去することはできません。エリ

アメモリーを消去するには、「P 3 4 ②メモリーオールクリア」をおこなってくだ
さい。

（ 卦 エリアメモリーの受信方法

t 囲
（ 例）ハンク国のエリア国 にメモリー登録したエリアを呼び出して受信します。

「
山
l

且
l

圧

パンク［司を指定します。

⑪キーを押して切り替えてください。
エリア凰を指定します。

テンキーの（二萱つを押してください。

オー トサーチを開始します。

直垂匡二二亘璽〕ボタンを押してください。

－2 7 －

ディスプレイ表示

F 卜I ど5 ．他 8ANK 。EL肘

ほ㌧ロ訂毘軋王
「7 C

コ



4 ．パスメモ リーの登録

（ 丑 パスメモリーの登録方法

制御チャンネルなど、受信に不要なチャンネルを、パスメモリーに登録しておくと、オ

ートサーチ中は、登録したチャンネルをパスします。

固
¶

一l

T且

不要なチャンネルを受信します。
オー トサーチにより、不要なチャンネルを受信します。不要なチャンネル（周

波数）がわかっているときは、ダイレクト受信をしてください。

パスメモリーに登録します。

⑮キーを2秒以上押し続け
てください。

」C D ディスプレイに“P A S S ”の文字と

チャンネルN oを約 1秒間表示 します。

ちょっとひと言

ディスプレイ表示

円円 円 CH
U U U

戸只5 5

●パスメモリーには最大10 0 C H までメモリー登録できます。

●パスメモリーには、登録順のチャンネルNo（匝萱萱萱司 一［亘ヨ亘司一…

匝璽痘亘］）で、メモリー登録されます。
●バンク凰のエリア同とマニュアルモードではパスメモリーの登録は行えま

せん 。

－2 8 －

②パスメモリーの消去方法

t 園
（ 例）パスメモリーのチャンネルNo［萱璽 日］に登録したチャンネルを取り消します。

¶

］l

同
且

同

一l

同

］

〔 二巨⊆丞萱⊃キーを押します。
」C D ディスプレイに－■F”が表示され、点滅します。

パスメモリーの消去モードにします。

回キーを押してください。
」C D ディスプレイに、約 1 秒間“P c lr”

と表示されたあと、最後に登録したチ

ャンネルの内最大のチャンネルが表示

されます。

チャンネルNo匪 ］を指定します。
テンキーにより、チ ャンネルN oを入力

します。（アップ／ダウン＠ ボタン
で選択することもできます。）

⑰キーを押します。
指定 したチャンネルN oのパスメモ リー

を消去 します。

回消去モードを解除するときは、囲 キー
を押します。

約2 0 秒間の無操作でも終了します。

－2 9 －

ディスプレイ表示

戸こJ r

ディスプレイ表示

円円 円C H
U U L さ

ほ㌧ロ臼毘軋王



8 ．盗聴電波の受信

無線式盗聴器の発信電波は、特定の周波数帯が使用されています。

本機は、無線式盗聴器に使用されているV H F∴U H F帯のチャンネルを、バンク画のエ
リア圧］およびエリア［司にメモリー登録 しています。

バンク匡］エリア［□ ：無線式盗聴器によく使用されている4 チャンネル

ハンク園エリア固 ：無線式盗聴器に使用されている全チャンネル

1 ．盗聴電波の受信方法

盗聴電波の受信エリア（ハンク匡］のエリア［□・匡］のいずれか）を呼び出して、オー ト

サーチまたはマニュアルサーチします。

受信方法は、P l l「①エリアをサーチする」をご覧ください。

2 ．盗聴器の場所の特定

盗聴電波を受信することにより、盗聴器の場所を特定することができます。

†

一l

且

電波の発信源（盗聴器）に接近すると、ハウリングが起こります。

盗聴器から数m の位置に近づくと、「ワァーン」と大きなハウリング苗が鳴り

ます。

ハウリングが起きた場所の近辺をよく調べてみてください。

ちょっとひと言

●本機は、V H F／U H F帯の無線を使用 した盗聴器の発信電波を受信するもので

す。

●盗聴器はその性質上、発見が難しい場所や、「こんなものが」と思うものにセ

ットされています。発見が難しい場合や、危険を伴うおそれがある場合は、専

門の調査機関に依頼 してください。

－3 0 －

－9 ．ファンクションキーを使用した機能－

ファンクションキーと、各機能キーとの組み合わせにより、各種の便利な機能を使用す

ることができます。

陶
〔 二∈堕萱⊃キーを押して、LCDディスプレイに ‘‘F”が点滅している間（5秒間）に各機
能キーを押 します。

何
一l

す
」

⑭キーを押す。
」C D ディスプレイ に ‘f ”が 「

表示され、点滅します。

各機能キーを押します。 」

5 秒以内

ファンクションモー ドでの機能となり、各機能キーにより、それぞれ違う機能
となります。

ちょっとひと言

●∈頭E ）キーを押したあと、5秒以内に機能キーを押さない場合は、ファン
クションモー ドが自動的に解除されます。

ー3 1 －

機 能 キー フ ァ ンク シ ョンモ ー ドでの 機 能

⑪ 一

囲 バックライト点灯P R O ・P A S S パ ス メ モ リー の 消 去　　　　　　　　　　　　 一 P 2 9

⑪ バンクーーーマニュアルの切り替え　　　　　 一P20囲 チャンネルメモリーの消去　　　　　　　　 一P25ロ⊃（① ） リバースモード
① （⑰ ） アッテネ一夕ーON／OFF
ロ⊃（匝 ）） オートサーチ
① （国 ） デイレイ時間の切り替え
（コ⊃（［萱⊃　 ） キートーンON／OFF
① （囲 ） エリアメモリーの登録　　　　　　　　　　　 一一P26



①⑪ キーーテンキー① ＜ デイレイ時間の切り替え＞

オー トサーチ中のデイレイ時間を切 り替え ます。

テンキーの（コこ）を押す度に、
D E LA Y 2 秒一D E L A Y 6 秒一D E L A Y l O 秒一 H O J D

の順にデイレイ時間が切り替わり、LCDディスプレイに、匝 亘］か匝巨［垂司
かが表示されます。（アップ／ダウンボタンでもデイレイ時間を切 り替えられ

ます。）

目的のデイレイ時間に切り替えたあと、⑰ キーを押して決定します。
囲キーを押すか、約20秒間無操作で解除します。

②画 キーーテンキーロ⊃ ＜ オー トサーチ＞

設定した時間（ 2 、 6 、 1 0 秒）受信すると、自動的にオー トサーチを開始し

ます。テンキー⊂亘つかアップ／ダウンボタンで時間を選択したあと、囲
キーを押してください。中止するときは、囲 キーを押します。
※約 2 0 秒間の無操作でも中止します。

オー トサーチを設定すると、」C D ディスプレイの “D 巨」A Y ”が点滅します。

このモードを解除するには、画 キーーテンキー⊂互〕の操作をします。
※デイレイ時間を設定することでも解除されます。

ちょっとひと言

●バンク国のエリア凰ではデイレイ時間の切り替えおよびオートサーチの設定
が行えません。

③⑪ キーーテンキー〔コ⊃ ＜ リバースモー ド＞

ある特定のチャンネルを受信中に、基地局と移動局の受信チャンネルを入れ替

えます。

※基地局と移動局の入れ管えが可能なチャンネルでは、L C D ディスプレイに

‘‘R E V ’’が表示されます。

リバースモー ド中は、テンキー ⊂Ⅰ⊃ を押す度に、基地局と移動局のチャンネ

ルを切り替えます。

一変E ■
●リバースモー ドで移動局に切り替えたときに、移動局の電波が弱いため、受

信しにくいことがあります。

ちょっとひと言

●リバースモー ドをおこなうと、オートサーチが解除されて、そのチャンネルを

受信したままになります。サーチさせる場合は、直垂萱王璽 ）ボタンを押し
ます 。

●リバースモー ドは受信中のチャンネルのみ有効です。リバース中の受信チャン

ネルをサーチなどで変更した場合は、リバースモー ドが解除されます。

－3 2 －

④⑪ キーーテンキー〔∃⊃ ＜ アツテネ一夕ーO N ／O F F ＞

受信アツテネークー（感度）のO N ／O F Fをします。

アッテネ一夕ーをO N にすると、受信感度が約 15 d B 減衰 します。

※ア ッテネ一夕ーがO N のときは、」C D ディスプ レイに “A T T ”が表示されます。

強い電波を受信したときや混信がひどいときにアッテネ一夕ーをO N にしま

す。

⑤⑪ キーーテンキー（コ⊃ ＜ キー トーンO N ／ O F F＞

全てのキー トーン（キー操作時のブザー音）およびデジタル無線受信時のアラ

ーム苗を消します。

解除するには、回 キーーテンキー（コ⊃の操作をします。
⑥⑪ キーー但重要璽 ）キー ＜ バックライ ト点灯＞

」C D デ ィスプレイ とテンキーのバ ックライ トを点灯 します。

ー3 3 －



1 0 ．電源O N 時の機能

操作キーを押しながら電源を入れることで、次のような機能が使用できます。

園
画キーを押しながら電源ON ＜ メモリーオール クリア ＞

チャンネル メモ リー・エ リアメモ リー・チャンネルパスメモ リーにメモ リー し

た内容をすべて消去 し、初期状態に戻します。メモリーの消去中は、」C D デ

ィスプレイに、“A J J c lr’ヨと表示されます。メモリーの消去が終了すると、自

動的 に電源がO F Fにな ります。

※自動的に電源がO F Fになるまでは、何も操作をしないでください。

－3 4 －

－1 1．故障とお考えになる前に－

ご使用中に異常を感じた時は、故障と思われる前に下記の点をお確かめください。

－3 5 －

症　　 状 原　　　　　 因

電 源 が入 らな い

● 電 池 が消 耗 して いる

一 新 しい電 池 に交 換 して くだ さい （一 P 8 ）

（画 面 表示 しな い ）
● 電 源 プ ラ クが 奥 まで 入 って いな い

● 外 部電 源 が き て いな い

受 信 しな い ● 音 量が 低 い

（音 が 出な い ） ● イ ヤ ホ ンが接 続 され て い る

音声 が 途 切 れ る

● ス ケル チ ボ リュー ム が 右 に回 りす ぎて い る

一左 （反 時 計方 向 ）に 回 して くだ さ い

● 電波 が 弱 い

● ア ッテ ネ 一 夕ー が O N にな って い る （一 P 3 3 ）

一 ア ッテ ネ一 夕 ー を O F F に して くだ さ い

変 な 信 号 音 を ● 制 御 チ ャンネ ル 信 号 や デ ジタ ル通 信 を 受 信 して い る

受 信 す る 一 昔 声 で の受 信 は で き ませ ん

操 作 キ ー を押 して も ● キ ー ロ ツク （h ）状 矧 こな って いる

動 作 しな い 一 キ ー ロ ツクを 解 除 して くだ さ い （一 P 1 3 ）

サ ー チ しない ● ス ケ ル チ ボ リ ュー ム が左 に回 りす ぎ て い る

一 石 （時計 方 向 ）に 回 して くだ さ い



1 2 ．主な仕様

●電源電圧 …

●受信周波数 ‥・

●受信電波形式 ‥・

●周波数ステップ …

●メモリー数 …

●アンテナインピータンス

●受信感度 …

●動作温度範囲・‥・

●外形寸法 …

●重量・‥

D C 4 ．5 V 単3 形幸乞電池3 本

D C 1 2 V 夕帽β電源

1 3 4 ．0 0 0 0 M H z ～ 1 7 0 ．0 0 0 0 M H z

3 2 2 ．0 0 0 0 M H z ～ 4 7 0 ，0 0 0 0 M H z

F M ナ ロー

5 ／ 6 ．2 5 ／ 1 0 ／ 1 2 ．5 ／ 2 0 ／ 2 5 K H z

エリアメモ リー

チャンネルメモ リー

パス メモリー

・ 5 0 〔〕

F M 0 ．5 〟 ∨

1 エリア ×2 バンク

1 0 0 チャンネル

1 0 0 チ ャンネル

1 2 d B SINAD

－10 ℃ ～＋6 0 ℃

6 3 （W ）× 3 0 （ D ）× 1 1 5 （ H ）m m

※アンテナおよび突起部は除く

1 4 0 g

※乾電池含まず

－3 6 －

●保証規定

1 ．保証期間内（お買い上げ日より 1 年間）に、正常なる使用状態において、万一故障し

た場合には無料で修理いた します。

2 ．保証期間中に修理を依頼される場合は、製品に保証書を添えて、お買い上げ販売店に

て修理を依頼してください。

3 ．次のような場合には、保証期間内でも有料修理になります。

（ イ）使用上の誤り、製品に改造をカロえた場合や当社指定のサービス店以外で修理され
た場合。

（ □）お買い上げ後の輸送、移動、落下等による故障及び損傷。

（ ハ）火災、地震、水害、公害、異常電圧、指定外の使用電源（電圧・周波数）及びそ

の他天災地変などによる故障及び損傷。

（ 二）保証書のご提示がない場合

（ ホ）保証書の指定事項の未記入、あるいは字句を書き操えられた場合

4 ．本保証書は、日本国内において有効です。

■保証、アフターサービスについて
●保証期間は、お買い上げ日から1年間です。

保証書（本書に刷り込まれています）は、必ず「お買い上げ日・販売店」などの記入

をお確かめのうえ、販売店から受け取っていただき、内容を良くお読みの後、大切に
保管してください。

●修理を依頼されるときはまず、配線の状態および操作方法に間違いがないかどうかよ

く調べていただき、それでも異常のある時は修理依頼してください。

■保証期間中は ：保証書を添えてお買い求めの販売店までご持参願います。保証書の記

載内容に基づいて修理させていただきます。

■保証期間が過ぎているときは ：お買い求めの販売店にご相談ください。修理により製

品の機能が維持できる場合は、ご要望により有料で修理させていただ
きます。

●あらかじめご承知いただきたいこと…

修理のとき一部代替え品を使わせていただくことや修理に代わって同等品と交換させ

ていただくことがあります。また出張による修理や取り外し、取り付けは一切いたし

ませんのであ らか じめ ご了承ください。

●商品についてのお問い合わせは…

マルハマサー ビス T E」．0 4 5（2 5 1 ）2 6 8 7




